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本セミナーは、「大学院共通カリキュラム基本医科学講義」として
認定を受けており、受講により単位取得が可能です。

HLAはペプチドをT細胞に提示することで、免疫応答の中心的
な役割を担っている。一方、最近、様々な自己免疫疾患のゲノ
ムワイド関連解析により、特定のHLAアリルが最も強く疾患感受
性に影響を与える遺伝子であることが明らかになってきた。し
たがって、特定のHLAアリルが疾患発症に関与する分子機構を解
明することが重要である。本講義では、HLAがどの様に疾患発症
に関与しているかを我々の新たな仮説とともに紹介する。
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